
移動販売での物干し竿
の購入トラブル

二月三十日
曽野綾子／著
新潮社／出版

宣教のため異郷の地へ
とやって来た修道者だが、
風土病に倒れ夢破れるこ
とになる。彼が書き残し

た日記の最後の日付は「二月三十日」。朦朧た
る意識のなかで書いたであろう、本当はある
はずのない日付であった。人間が一つの運命
に直面する「その時」を描いた、表題作を含
む13の短編小説集。

奈
良
時
代
に
な
っ
て
金
堂（
本
堂
）が
追
加
建

立
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
も
、
や
は
り
屋
根
瓦

に
よ
っ
て
時
代
考
察
さ
れ
て
い
る
。「
出
雲
国

風
土
記
」の
中
に
出
雲
の
地
方
豪
族
の
私
寺
し

じ

が
同
時
代
に
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
廃
寺
跡
の
瓦
片
が
類
似
し
て
い
る
こ
と

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
廃
寺
は
い
か
な
る
権
力
者（
首

長
）が
建
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
と

こ
ろ
解
明
さ
れ
て
い
る
の
は
郡
司
ぐ
ん
じ

家（
大
領

だ
い
り
ょ
う

と
も
い
う
郡
の
長
官
）の
私
寺
で
あ
り
、
大

津
地
方
の
首
長
と
し
て
の
権
威
を
示
し
民
衆

支
配
の
た
め
の
象
徴
寺
院
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
方
で
は
、
飛
鳥
時
代
以
前
か
ら
日

置
平
野
を
拠
点
に
台
頭
し
た
地
方
豪
族
が
君

臨
し
て
お
り
、
そ
れ
が
律
令
国
家
の
成
立
期

に
東
方（
深
川
）へ
移
住
し
た
の
で
は
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
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●
締
切
日
　
10
月
15
日

（水）

但
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
期
日
以
前

で
も
締
切
と
な
り
ま
す

●
参
加
料
　
無
料
　
※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
下
さ
い

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
10
／
11

（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
10
／
４
・
18

（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
10
／
16

（木）

10：

00
〜

お
は
な
し
の
会
（
和
室
）

●

日
時
　
10
／
25

（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
和
室
）

●

日
時
　
10
／
24
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
研
修
室
）

●

日
時
　
10
／
18

（土）

13：

30
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
10
／
11
・
25

（土）

15：

00
〜

新
館
開
館
10
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
！

●
主
な
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
会
場：

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

11
月
１
日
（土）

13：

00
〜
14：

00

新
館
開
館
10
周
年
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー

★
14：

30
〜
15：

30

ち
ひ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

（
先
着
１
０
０
名
）

11
月
２
日
（日）

★
10：

30
〜
11：

30

公
開
授
業
「
お
も
し
ろ

教
室
　
き
み
は
詩
人
か
、
探
偵
か
!?
」

講
師：

横
山
眞
佐
子
　
氏
（
子
ど
も
の
広
場

代
表
取
締
役
）（
先
着
30
名
）

公
開
授
業
は
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す

11
月
３
日
（月）

★
13：

30
〜
15：

00

記
念
講
演
会
「
物
語
が

生
ま
れ
る
と
き
」（
先
着
100
名
）

講
師：

児
童
文
学
作
家
　
角
野
栄
子
　
氏

★
印
は
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す

●
申
込
先
　
長
門
市
立
図
書
館

10／４（土）13：30～
「ベッドのまわりは
おばけがいっぱい」

（26分）

10／25（土）13：30～
「トンデモネズミ

大活躍」
（69分）

深
川
湾
が
一
望
で
き
る
西
深
川
板
持
の
丘

陵
地
帯
に
住
宅
が
点
在
し
て
い
る
圃ほ

場
の
一

区
画
に
深
川
廃
寺
の
跡
地
が
あ
る
。
か
つ
て

は
、
こ
こ
に
は
飛
鳥
あ
す
か

時
代（
白
鳳
は
く
ほ
う

七
世
紀
後

期
）に
高
層
の
塔
の
あ
る
寺
院
が
あ
っ
た
。

日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
が
欽
明
天
皇

紀
十
三
年（
五
三
八
）と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
五
十
年
後
、
聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
り

畿
内
き
な
い

を
中
心
に
法
隆
寺
な
ど
多
く
の
寺
院
の

建
立
を
み
る
。
さ
ら
に
伝
来
か
ら
約
一
五
〇

年
後
に
こ
こ
板
持
に
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。

往
古
は
こ
の
扇
状
台
地
は
松
林
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
以
前
か
ら
古
瓦
が
散
乱
し
て
お
り

寺
屋
敷
の
様
相
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後

こ
の
地
も
逐
次
開
作

ち
く
じ
か
い
さ
く

さ
れ
田
畑
と
な
る
。
近

年
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
年
・
五

十
一
年
の
調
査
、
区
画
整
備
に
伴
う
五
十
九

年
の
第
四
次
調
査
で
ほ
ぼ
全
容
が
判
明
し

た
。
当
時
は
一
辺
が
ほ
ぼ
五
十
ｍ
の
方
形
の

境
内
を
擁
し
、
深
川
湾
を
背
に
南
正
門
の
前

庭
に
高
い
五
重
層
塔（
推
察
）が
建
て
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
層
搭
の
心
礎

し
ん
そ
（
搭
の
中
心
を
支

え
る
礎
石
）
は
現
在
、
田
の
畦
畔
け
い
は
ん

に
置
い
て

あ
る
。

こ
の
寺
院
の
建
立
は
白
鳳
時
代
で
あ
る
と

し
た
所
見
は
、
ま
ず
層
塔
の
屋
根
瓦
「
単
弁
た
ん
べ
ん

蓮
華
文
軒
丸
瓦

れ
ん
げ
も
ん
の
き
ま
る
か
わ
ら

」の
出
土
に
よ
る
。
こ
の
五

層
の
搭
が
建
立
さ
れ
た
後
、
約
半
世
紀
後
の

長
門
深
川
廃
寺

長門深川廃寺想像図

新
着
案
内
（
一
部
）

「
非
常
識
家
族
」
曽
野
綾
子
、「
冬
の
陽
炎
」
梁

石
日
、「
ベ
イ
ジ
ン(

上
・
下)

」
真
山
仁
、「
ス

メ
ラ
ギ
の
国
」
朱
川
湊
人
、「
早
刷
り
岩
次
郎
」

山
本
一
力
、「
徳
川
和
子
」
久
保
貴
子
　
ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
横
顔
」
大
石
静
、「
ぼ
く
が
最
後

の
ク
レ
ー
マ
ー
」
関
根
眞
一
　
ほ
か

漁
船
海
難
防
止
強
化
旬
間

長門深川廃寺跡

五重層塔の礎石

期
間
10
月
１
日
〜
10
日

海
難
船
舶
の
中
で
漁
船
の
占
め
る
割
合
が
依

然
と
し
て
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
船
舶
を
運

航
す
る
一
人
ひ
と
り
が
基
本
に
立

ち
返
り
、
安
全
運
航
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
『
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
』
と
い
う
意
識
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
と
く

に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
最
新
の
気
象
情
報
の
把
握

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

●
航
行
中
・
操
業
中
の
見
張
り
の
励
行

●
居
眠
り
運
航
の
防
止

「
２
本
で
１
、
０
０
０
円
」
と
マ
イ
ク
で
放

送
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
で
物
干
し
竿
の

販
売
に
来
た
事
業
者
を
呼
び
止
め
、
注
文
し
た
。

支
払
い
時
に
「
１
本
１
万
５
、８
０
０
円
」
と
請
求

さ
れ
た
の
で
、
金
額
が
違
う
と
言
っ
た
が
、「
長

さ
を
調
整
す
る
た
め
に
既
に
切
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
解
約
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か
た
な

く
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
納
得
で
き
な
い
の

で
返
金
し
て
ほ
し
い
。

す
ぐ
に
警
察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
移

動
販
売
の
場
合
、
自
分
か
ら
呼
び
止
め
て

商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、

原
則
と
し
て
訪
問
販
売
に
は
な
ら
ず
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
放

送
と
異
な
る
商
品
の
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
移
動
し
な
が
ら
販
売
し
て
い

る
こ
と
や
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
販

売
事
業
者
を
特
定
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
代

金
を
支
払
っ
た
後
で
は
、
解
約
や
返
金
な
ど
の

実
質
的
な
被
害
の
回
復
は
困
難
で
す
。

移
動
販
売
で
商
品
を
購
入
す
る
場
合
に
は
、

宣
伝
や
呼
び
掛
け
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
購
入
の
意

思
表
示
を
す
る
前
に
し
っ
か
り
と
金
額
を
確
認

し
、
希
望
の
金
額
で
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
領
収
書
等
は
必
ず
そ

の
場
で
受
け
取
り
、
連
絡
先
等
が
明
記
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 移動販売での物干し竿

の購入トラブル
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